
高
橋
哲
雄

（二
〇
〇
四
）

『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
　
歴
史
を

歩
く
』
岩
波
書
店

武
部
好
伸

（二
〇

一
三
）

『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

「ケ
ル
ト
」

の
誘
惑
』
言
視
舎

ヘ
イ
ウ
ツ
ド
・
ジ
ヨ
ン

（著
）
、
井
村
君
江

（監
訳
）

（二

〇
〇
三
）

『
ケ
ル
ト
歴
史
地
図
』
東
京
書
籍

「Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
０
２
０
２
０
」
と
は
何
で
あ
つ
た
か佐
々
木
隆

プ
ロ
ロ
ー
グ

二
〇

一
三
年
九
月
七
日

（日
本
時
間
八
日
）
に
二
〇
二

〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
夏
季
大
会
の
候
補
地
、
マ
ド
リ
ー

ド

（ス
ペ
イ
ン
）
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

（ト
ル
コ
）
、
東

京

（日
本
）
の
中
か
ら
最
終
的
な
投
票
で
東
京
が
選
ば
れ

た
。
二
回
目
の
開
催
は
ア
ジ
ア
で
は
初
め
て
だ
つ
た
。

二
〇

一
九
年
十
二
月
頃
よ
り
中
国
武
漢
で
新
型
の
肺

炎
が
発
生
し
た
と
い
う
報
道
か
ら
二
〇
二
〇
年

一
月
に

は
武
漢
で
の
蔓
延
、　
一
月
九
日
に
は
世
界
保
健
機
関

（ヨ
ｏ
ユ
０
国
８
Ｆ
ｒ
Ｏ
品
”
Ｌ
Ｎ諄
いｏ
，
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）に
新
型
コ
ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

（
原

文

で

は

い
ｏく
①
員

ｏ【

●
①
豊
）

８
８
●
”
ユ
〓
∽
）
と
の
声
明
を
出
し
、
さ
ら
に
二
月
十

一

日
、

Ｗ

Ｈ

Ｏ
が

Ｃ

Ｏ

Ｖ

Ｉ

Ｄ
・
１９

と

命

名

し

た

。

そ

の
影

響
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
巻
き
起
こ
し
、
二
〇
二
〇
年
の
東

七



京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
は
延
期
と
な
り
、

様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
二
〇
二

一
年
に
開
催
さ
れ

た
。
こ
こ
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
・
１９
以
外
の
諸
問
題
に
注

目
し
て
お
き
た
い
。

一　
新
国
立
競
技
場
の
設
計
と
建
築
の
着
手

オ
リ
ン
ピ
ン
ク
の
開
催
が
確
定
す
る
と
、
次
に
着
手
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
各
施
設
の
準
備
だ
。
特
に
メ

イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
る
新
国
立
競
技
場
の
建
設
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
た
。
新
国
立
競
技
場
の
建
設
ま
で
の
経

緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇

一
二
年
七
月
二
〇
日
　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
、

「新
国
立
競
技
場
」
の
デ
ザ
イ
ン
の
国
際

設
計
　
競
技
の
詳
細
を
発
表

。
公
募
を
開
始

二
〇

一
二
年
十

一
月
十
五
日
　
最
終
審
査
結
果
発
表
。

ザ

ハ
・
ハ
デ
イ
ド
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が

「最
優
秀
賞
」
。

二
〇

一
五
年
七
月
八
日
　
第
六
回
国
立
競
技
場
将
来

構
想
有
識
者
会
議
で
、
見
積
も
り
の
三
倍
に
ふ
く
ら

ん
だ
総
工
費
二
五
二
〇
億
円
の
計
画
を
承
認
、
同
年

十
月
の
着
工
が
決
定
。

二
〇

一
五
年
七
月
十
七
日
　
安
倍
首
相
が
森
会
長
ら

と
の
会
談
後
、
計
画
白
紙
の
決
断
を
表
明
。

二
〇

一
五
年
十
二
月
二
十
二
日
、
大
成
建
設

・
梓
設

計

・
隈
研
吾
の
チ
ー
ム
に
よ
る
Ａ
案

（総
整
備
費
約

一
四
九
〇
億
円
）
に

「優
先
交
渉
権
者
」
が
決
定
。

二
〇

一
九
年
十

一
月
二
〇
　
国
立
競
技
場
完
成
。

ザ

ハ
・
ハ
デ
イ
ド
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
更

と
な
っ
た
の
は
お
も
に
費
用
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
設
計
が

契
約
上
、
異
な
っ
て
い
る
と
う
い
こ
と
だ
。
設
計
と
費
用

ノヽ



は
建
築
と
直
接
結
び
つ
き
責
任
問
題
も
発
生
す
る
が
、
今

回
の
契
約
で
は
デ
ザ
イ
ン
は
建
築
上
の
責
任
を
負
わ
な

い
と
い
う
こ
と
だ
ｃ
筆
者
が
疑
間
に
感
じ
た
こ
と
は
次
の

通
り
だ
。

一
　

コ
ン
ペ
で
の
審
査
項
目
に
費
用
の
問
題
は
全
く

入
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
一　
国
立
競
技
場
将
来
構
想
有
識
者
会
議
で
の
決
定

か
ら
十
日
も
た
た
な
い
う
ち
に
首
相
が
自
紙
表
明

し
て
い
る
が
、
有
識
者
会
議
は
本
当
に
機
能
し
て
い

た
の
か
。

三
　
費
用
の
見
積
も
り
に
つ
い
て
現
実
的
な
も
の
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
。

一
一　
エ
ン
ブ
レ
ム
問
題

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
は
大
き
な
利
権
が
絡
む
た
め
、
様
々
な

問
題
が
出
て
く
る
。
競
技
場
だ
け
で
な
く
、
エ
ン
ブ
レ
ム

も
ま
た
例
外
で
は
な
か

っ
た
。
決
定
ま
で
の
経
緯
を
見
て

お
き
た
い
。

二
〇

一
四
年
九
月
十
二
日
　
応
募
要
項
発
表
。

二
〇

一
五
年
七
月
二
十
四
日
　
佐
野
研
二
郎
の
デ
ザ

イ
ン
に
決
定
。

「デ
イ
ド

（∪
こ
ｏ
一）
」

「ボ
ド
ニ

Ｏ
ａ
ｏ
Ｌ
）
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、
多
様
性

（黒
）

と
心
臓
の
鼓
動

（赤
）
を
表
現
し
た
デ
ザ
イ
ン
。

二
〇

一
五
年
人
月
十
四
日
、
リ
エ
ー
ジ

ュ
劇
場
と
オ
リ

ビ
ェ
・
デ
ビ
ー
が

「著
作
権
が
侵
害
さ
れ
た
」
と
し

て
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
委
員
会

（Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
に
対

し
て
、
エ
ン
ブ
レ
ム
使
用
の
差
し
止
め
等
を
ベ
ル
ギ

ー

・
リ
エ
ー
ジ

ュ
の
民
事
裁
判
所
に
提
訴
。

二
〇

一
五
年
九
月

一
日
　
エ
ン
ブ
レ
ム
、
取
り
下
げ
。

二
〇

一
五
年
十

一
月
二
十
四
日
　
再
公
募
開
始
。

二
〇

一
六
年
四
月
二
十
五
日
　
　
最
終
審
査
。
再
公
募

九



の
結
果
、
一
四
五
九
九
点
が
集
ま
り
、
最
終
候
補
四

作
品
の
中
か
ら
野
老
朝
雄

（と
こ
ろ
。
あ
さ
お
）
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
組
市
松
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
エ
ン

ブ
レ
ム
に
決
定
。

大
ま
か
な
概
要
で
あ
る
が
、
二
〇

一
五
年
七
月
二
十
四
日

に
エ
ン
ブ
レ
ム
の
決
定
を
発
表
し
、
そ
の
一
か
月
後
に
は

取
り
下
げ
る
と
い
う
前
代
未
間
の
事
態
が
発
生
し
た
。
最

初
の
エ
ン
ブ
レ
ム
問
題
は
二
つ
あ
ろ
う
。
第

一
は
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
エ
ン
ブ
レ
ム
制
作
者
の
モ
ラ
ル
の
問

題
も
あ
る
が
、
委
員
会
と
し
て
商
標
登
録
や
著
作
権
の
チ

ェ
ッ
ク
が
本
当
の
意
味
で
機
能
し
て
い
た
か
と
い
う
こ

と
だ
。
第
二
は
商
標
登
録
、
第
二
に
著
作
権
の
問
題
で
あ

る
。
特
に
佐
野
の
場
合
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
エ
ン
ブ
レ

ル
と
は
別
に
他
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
盗
用
等
の
疑
義

が
も
た
れ
て
お
り
、
本
人
が
謝
罪
す
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
第

一
の
問
題
は
組
織
と
し
て
の
問
題
で
あ
り
、
第
二

と
第
二
の
問
題
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
の
時
代
を
迎
え
る

と
、
ま
っ
た
く
の
素
人
で
も
類
似
し
た
画
像
な
ど
を
検
索

し
、
盗
用
で
は
な
い
か
と
ネ
ッ
ト
上
を
炎
上
さ
せ
る
こ
と

だ
。
つ
ま
り
、
皆
正
義
の
名
の
元
に
、
ネ
ッ
ト
警
察
の
よ

う
な
働
き
を
す
る
の
だ
。
従
っ
て
、
ネ
ッ
ト
の
疎
い
よ
う

な
人
だ
け
で
委
員
会
を
構
成
す
る
と
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
足

を
す
く
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
な
る
。
審
査
の
可
視
化
も
今
の

時
代
で
は
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

三
　
ミ
ラ
イ
ト
ワ
と
ソ
メ
イ
テ
ィ

国
立
競
技
場
や
エ
ン
ブ
レ
ム
の
ゴ
タ
ゴ
タ
に
よ
り
、
審

査
過
程
の
可
視
化
や
明
確
化
は
、
そ
の
決
定
に
仕
方
に
つ

い
て
も
大
き
な
影
響
を
残
し
た
。
で
は
そ
の
過
程
を
時
系

列
で
見
て
お
き
た
い
。

二
〇

一
七
年
五
月
二
十
二
日
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

一 〇



タ
ー
の
公
募
を
発
表
。

二
〇

一
七
年
十
二
月
七
日
　
応
募
総
数
二
〇
四
二
件

か
ら
最
終
候
補
作
三
点
を
発
表
。

二
〇

一
人
年
二
月
二
十
八
日
、
最
多
得
票
を
得
た
福
岡

県
在
住
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
・谷
口
亮
の
デ
ザ
イ
ン
（ア
）

案
に
決
定
。

二
〇

一
人
年
七
月
二
十
二
日
　
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

日
比
谷
で
ネ
ー
ミ
ン
グ

（ミ
ラ
イ
ト
ワ
と
ソ
メ
イ
テ

イ
）
を
発
表
。

公
募
さ
れ
た
最
終
候
補
三
点
の
中
か
ら
小
学
生
に
よ
る

決
戦
投
票
で
決
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
選
考
過
程
や
商
標

権
や
著
作
権
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
大
き
な
ゴ
タ
ゴ
タ
が
な

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
筆
者
に
は
ど
う
し
て
も
気
に
な
る
点

が
あ
る
。
そ
れ
は
マ
ス
コ
ッ
ト
が
人
型
で
あ
る
た
め
に
青

と
白
を
基
調
に
し
た
ミ
ラ
イ
ト
ワ
は
男
の
子
、
ピ
ン
ク
と

白
を
基
調
と
し
た
ソ
メ
イ
テ
ィ
は
女
の
子
と
い
う
イ
メ

―
ジ
を
持
た
せ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
形
状
も
比
較
的
角
の

あ
る
ミ
ラ
イ
ト
ワ
に
対
し
、
ソ
メ
イ
テ
ィ
は
丸
味
を
帯
び

て
い
る
こ
と
も
そ
の
一
因
だ
。
こ
れ
が
問
題
と
な
る
の
は
、

ミ
ラ
イ
ト
ワ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ソ
メ
イ
テ
ィ
が
パ
ラ
リ

ン
ピ
ツ
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
で
あ
る
点
だ
。
エ
ン
ブ
レ
ム
は

デ
ザ
イ
ン
は
異
な
る
も
の
の
色
合
い
は
統

一
さ
れ
て
い

る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
人
型
に
す
る
場
合
に
は
多
様
性
を

持
た
せ
る
意
味
で
も
、
誰
が
み
て
も
男
性
と
も
女
性
と
も

ど
ち
ら
で
も
受
け
取
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
強
い
も
の
を

選
ぶ
べ
き
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
最
終
候
補

作
三
点
を
選
定
し
た
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

た
の
か
は
疑
間
が
残
る
と
こ
ろ
だ
。

四
　
運
営
側
の
人
事
に
関
す
る
諸
問
題

国
立
競
技
場
と
エ
ン
ブ
レ
ム
も
運
営
側
の
問
題
と
捉

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
つ
と
厄
介
な
問
題
が
二



〇
二

一
年
に
勃
発
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
運
営
側
内
部
の

問
題
で
あ
り
、
日
本
の
信
用
を
著
し
く
貶
め
た
も
の
で
あ

る
。
決
定
的
で
あ
っ
た
の
は
不
適
切
な
発
言
等
に
よ
る
四

人
の
辞
任

。
解
任
で
あ
る
。

第

一
は
二
〇
二

一
年
二
月
の
組
織
委
員
会
で
の
森
喜

朗
会
長
の
女
性
蔑
視
発
言
に
端
を
発
し
た
辞
任
騒
動
、
そ

の
後
の
後
任
人
事
に
つ
い
て
も
、
不
要
な
発
言
か
ら
大
き

な
騒
動
と
な
っ
た
。

第
二
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
・
１９
後
、
新
た
に
再
編
成
さ
れ
た

開
閉
式
の
総
合
統
括
の
佐
々
木
宏
の
女
性
タ
レ
ン
ト
の

容
姿
を
侮
辱
し
た
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
辞
任
し
た
の
が
二

〇
二

一
年
二
月
十
八
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
正
式
な
会
議
で

は
な
く
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
や
り
と
り
と
い
う
か
な
り
限
定

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
内
も
の
が
リ
ー
ク
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
コ
メ
ン
ト
自
体
不
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
コ
メ
ン
ト
が
流
出
し
た
こ

と
自
体
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
怖
い
一
面
を
覗
か
せ
た
。

第
二
は
開
会
式
の
楽
由
担
当
で
あ

っ
た
小
山
田
圭
吾

に
よ
る
同
級
生
を
い
じ
め
て
い
た
こ
と
を
告
白
し
た
雑

誌
の
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
記
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

こ
れ
に
よ
り
七
月
十
九
日
に
辞
任
し
た
。
開
会
式
四
日
前

の
こ
と
で
あ
る
。

最
後
は
五
輪
開
会
式
前
日
の
七
月
二
十
二
日
、
小
林
賢

太
郎
が
過
去
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

（
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
）

を
椰
楡
す
る
コ
ン
ト
の
セ
リ
フ
が
問
題
視
さ
れ
、
解
任
さ

れ
た
。
過
去
の
コ
ン
ト
の
映
像
等
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
問
題
と
な
り
、
辞
任
騒
動
と
な
っ
た
。

こ
の
四
つ
の
辞
任

。
解
任
は
過
去

。
現
在
の
不
適
切
な

発
言
等
に
よ
る
も
の
だ
。
本
人
の
問
題
意
識
と
世
間
の
意

識
と
の
乖
離
が
垣
間
見
ら
れ
た
と
同
時
に
、
組
織
委
員
会

の
人
事
に
関
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
機
能
し
て
い
な

か
つ
た
こ
と
が
さ
ら
に
問
題
を
悪
化
さ
せ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
組
織
委
員
会
の
ト
ッ
プ
自
体
が
不
適
切
な
発
言

で
辞
任
せ
ぎ
る
を
得
な
い
組
織
だ
け
に
、
そ
こ
で
決
定
さ



れ
た
人
事
が
如
何
に
杜
撰
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
。

こ
れ
以
外
に
も
二
〇

一
九
年
二
月
に
は
東
京
五
輪
招

致
に
際
し
、
不
正
疑
惑
に
対
し
て
竹
田
恒
和
が
辞
任
し
た

経
緯
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
人
事
に
関
す
る
ゴ
タ
ゴ
タ

が
あ
つ
た
が
、
す
べ
て
を
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
は
選
手
側
の
ド
ー
ピ
ン
グ
問
題
が

大
き
く
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
日
本
の
組
織
委
員
会
の
問

題
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
。
選

手
に
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ツ
プ
を
求
め
て
い
る
が
、
運
営

側
に
は
人
事
に
関
し
て
利
権
が
大
き
く
絡
む
た
め
、
慎
重

に
も
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。
今
回
の
場
合
に
は
、
過

去
の
発
言
。
現
在
の
発
言
や
行
動
な
ど
、
委
員
と
し
て
以

前
に
人
と
し
て
ど
う
な
の
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
、
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
が
全
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
露

見
し
た
形
だ
。

さ
ら
に
今
回
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
時
代
を
反
映
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い

も
の
が
あ
っ
た
。
過
去
の
様
々
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
映
像

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
般
人
も
検
索
可
能
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
０
２
０
２
０
が

「多
様
性
」
が
テ
ー
マ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
に
反
す
る
よ
う
な
言
動
は

当
然
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
組
織
委

員
自
身
が
こ
う
し
た
言
動
が
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
だ
。
組
織

委
員
長
を
は
じ
め
、
組
織
委
員
の
中
に
多
様
性
に
反
す
る

行
動
を
と
つ
て
い
た
委
員
が
い
た
こ
と
が
自
体
が
す
べ

て
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ
。


